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太陽の予保育園

早いもので、1年古学年が過ぎました.1月に入るこの時期！草、夏のように畢か

った弘栂語らU,＼日が鶴いたりと与体調を崩しやすいちのです．また、たくさん汗

をかくような自には、煎ヰ症にち注意が畠要ですので、こまめに水分葡給をして

ください．舎月は、七夕やサンサン鎮弘そして狐Jいプーんもあります．そんな

援しい夏を元気で乗り切るためにも、規則iEしい食生活と＋合な瞳鵠を心がけ

てください．
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7月7日は「七夕Jです
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鎮の告事は申園から日本へ伝わってきま1北．

七夕の目！こは、いろいろな顕b漕を告

いた燭珊を笹¢療につηたりしま百万、

実はそうめんを賞べるという習慣もあり

ま宮．昔抵、 『1月15自のお現』 「3月

七夕に願いを込めて ~スヨ

そうめん 論説
書b官、ツルリといたそうめ

/v(J)のどごしのよさは、食猷の

ないときにはもってこいです．

そうめA局、崎樹に水と少量

の塩智I!＇ぜてこね‘細いヒモ状
Cして草掛させたちのです．新

しいものより俗に3年鞠と~¥t.> 
れる古いそうめんがおいしいと

い00ています．のどごし泊頃

〈邑い自にはそうめんだけをツ

ルツル食べてしまいおちですが

野葉やたんぱく質などのおかす

宅忘れすに食べましょう．

固でも7日は、汁物 可否認~
にそうめんを入れて 笠広吃謡史

鎗富で出す予定で宮． 〔！＇！史除 9

3日庇漕ちち』「5周5自のちま意Jと周 司 F 司』｝ E ーー・ー圃・ーー・ーー・ーー－－－－

l法うに‘恵いこと白唱さないようにと願いを込めて l；句の果物が給食にたくさん畳唱していま l
rさくべf,°\J という食べ物割問、 7目qy.,霞·~ベ司、まu1C.. I Iす．ぴわ、さくらんぽ、メロン、引，w、ジコー：

「さくぺ，＼Jは、柑硝と米の紛を練って細〈ヒモのようにし 1 ・~ーフルーツなどです．とてちジコーシーで E
たちのを、縄のよう！こ2本合ねぜて作った底藤子で、 思m.わ」 I I美味しいです！また‘畑ではトマト、ピーマ E

とも昭尉1ていま（..，7E.,よく七夕のときにそうめんを食べ疋り ． 

するのは、この習慣からきているようです．

_, 
：九 点、“夏パテ”に鏡唱

~rv'l\_ot<'~ 璽を罷り越えg
--d -- 日楢しIi:暑く怠3τeました．圃官陣、そん草
「 完錦いっぱいに遊んでいます．宙く肱万聾集にも問主やせ』という宮需が出てくる
C" .. - ほど、日本人館普かsrn:パテ』に儲寂されて電持した。夏パテ肱、体＠消化樋飽

c;>{.溜 価下させて鰍袖iζ陥Sせてしまいます。ビタミン・ミネラル＠問問
、~l\l.i'て 心配古れますかs，.胴ζ肱注意してあげてく提さい0.事をおいしく食べるには
’そで＂＇ 冶たい民蹟館料事どは、なるべく担えた方却良Uでしょう．

dミ－（＇ εl't,t=zt.1、εt/lJt.1'"7

を草食申書聞を司法しよう11 ~· 
食申事というと、飲食店の食事が原因と思われがちで雪tf.、家産での食事が原因の良中毒が増えています．

ただ、家産での発生Iま症就が竃かったり、発症する人が少ないことから、且郡や寝冷えなどとお包われがちなため、食中

毒と気づかれすに置劉包しな，まう場合があります．

食申毒予防の三原則は、食中毒菌をfっけない・増やさない・殺すjです．

三原期を守って、家庭から食申毒を無くしましょう．

ます． Gl WI• ,.OU司
1 ※翻息を始め倒 閣Jo~~lfrl

の赤ちゃんは、飲み物、 ¥. [L9 

・ E 食べ物のほとんどが 一

Jぞ織巷！曾笛（主笠）｜水一一肌のII ~ ~＼ L翌）｜刊と一…水I U 、z--ーー一一J ｜ 分を富んでいます．ですので、ミルク

， ． ｜ と離乳創以外IL:f赤ちゃん飲料jなとe演習に伴う汁鞠からとる． ｜ 
倒〈鮒ご飯やおガずから ー ｜似合を与えなければならないとい

食事としてとる． ~ F弓 ｜ うことはありません．離現貨を食べ
,_k...』 防ゴ1)) ¥J-t_I I たあとEおロをきれい巴する程震の

c( £1 al¥P に Y し3 I 2齢まし帆芹を多くかいた局自え
〉弓~ 『－ -- I る程震でよいでしょう． ー

』， － － ＠水や費茶をコ以ブ2～訴事 I '" d宿h、．，
＠食べ甥を消化級収すると I d宜主h 芯糾符きも

さEで鵠鰯跡． ｜ 巳ギジ 胞銘ぞ

J 金調種但書｛ど建組｝合 L~ 構SJ:1-i作＇I
,,, 【岡信附問、、明町内 l、。む0oO o o()oo o' Oハ
' 6月19目、く舗さんEなってはじめての髄保髄乱HフルーツゼリーJI ~0° I則。 0・・ u υ 
i棚 叫 鰍 酌 た ぜリ明－ I Ou 棚田IL:!:>I,,＼お捕さんt句史

欄実の酬を酌めて払氷に漫聞かくちぎって粛勧I_.,,.砂曹とりん E0 の梅を使いf栂ジコースjを作り n I Z:::J::i－；｛~.i\tl.てり仰の駒市臨時慨を拡ー ーました蹴い、へたを盟ってコ

つけると柔らかくなり、それを舗で無てしKと活けでなくなってしま強制 T0 何串で梅の表面にたくさん穴を 0 
Eとても不舗でしたね！ •m 聞けます・「触できたよ～Jと持刈lぜIJ一一…CCJo/'¥-1'7!!1ブル仙ブ…一切「プ；if ：；－~~；；陽一い穴九

ルーペリーは初めて即てるlJと宮っているお友だちも何人乱、ました．メロン E 0 聞けてjfまだまだ、あと100個闇 弘
とパイナップJしは臥用のフrク割bてーロサイズE切りました．か3ブに： けて！ Jと、頑強って穴を聞けて u 

E切ったフ%一流入れていくのですが、他のクラスのお蹴ちの分臥ロン院 t－。 もらいました.r疲れたよ～Jc8 00 
．っ、パイナップル聞つ・・峨を献ながら入札自分の分臨めた般入れ E A いつつ、2キロの栂にたくさんの二

Eたらあとは自自国きなだlj入れました・みかんが多いお友だち、ブルーペリ Eo'f'l穴を聞けてくれました・この栂を U。
iーが勤前統ちな＆人それぞれです・ :. Io：＇－臨らせ、消乱雌に B舵 Q

軍航較的ー続フルーツを入れた力刀にお宝ですくって入れましF I 腕短に入れ℃厨房の繍庫 Ll I ~；fin~州、相続つ町一一き。鳴かせました町田のお？
乱た払 I e昼翻弘治ースの蹄良能確 q

Eこれを泌を入れたj叫に樹、固めたら期限すl I n 11しています・ちうすぐ完成で ’ 
融ではみんな劃札いと畑足でした．踊保宵搬わってしばらく経ちま EV す川財猟みですねP 0 
すが問J一期Jわ~t.l I Hまたやり吃いね！Jt.:8・ってくれてし眠 J ？とa 0 on_o{lOにハ
丸鰐鮪繍刊当日のブログにち眠ってし澗n •" u .. 0 (')r¥ヨ00‘U OoU ‘－－－－－・－・・・・・・・・・・・圃＿＿... - uu v vv-



つ 3路

10°B寄

太掲の子保育園7用分

京萄事一極I舗面菊TC:まtす
りごま〉／な足ね油ノfiこ
んにゃくノ三SM／ハード
ピスケット／じゃがいちノ
マーガリシ

24lf.;諸ゅのそ郎潟
／｜すいか

I~ョ？
木

lあんほんまんヲ子ス
251帥憾のパシ腿
/Iマカロニフレジチサラダ

l野察団スープ
金 lt3tどう〈デラ〉

2意
I .... SL肩司

71百九ド ＂＇~d朔・
／｜制テト

閉まlAt＜ぞうめん｝
月19t"VJ7Ht':i1

ロ－JWt~マヨ示孟文面語
貨型｝／’E燥マッシュ71(テ
ト〆銭aバター／とうちる
こし缶!ll<HVif¥-0／舗
自業ノ三温鶴

．ロールパジ
81めかじきの裏側き
／｜ほう刷局うとHI・の好ー

I Eきのこのスープ
火 lすいか

~街頭語調画素f7ごま（！；＼
り〉／ごま油／三811/か
りんとうISi/食パジ

ヲヲジヲー7fi＇モ老司臨
身僧き｝／いんげんをまlb
鴫〉／牛乳ノちりゅん
じゃζ

え
〉
あ

殺

そ

し

さ

鵬

汁

－

uwm附
ツ

ん
郷
抑
制
議
開
問
ル

認
礼
町
四
謡
詑
湾

初
版
制
限
一
J
h
虻
泌
蛇

鈎
／
水
一
剖
／
本

牛＂＇ （事8・fi)
ビスケット

ヨークルト
ビスケット

議t沖噂語元ヌな認調 琢モモ7aoおのり／かC:Iにんじん／玉穆ノキャベツ／
｛租まSし用） /Q~ね泊 l風味かまぼこ／焼さのりlりよくとうちゃし／藷ピーマジ
／三Sil!／ごま泊／ごま旬、 IC＠ぎみのり〉／あおさI／ほうれんそうノミニトマト／
り） /Fe・世んぺいノピス H潔平L-l/木線E鼠／牛｜ね'IVみかん｛隼｝
ケット lit/ヨーグルト

11 I筋毎峨8
／｜五日割

l刀ミ刀ミサラダ

金 l•J＼俗寮と泊担げの際噌汁
バナナ

且焼きそば
121ほうれん草のナムJlt
／｜ミニトマト

！？ーザ升
土 l冷凍みかん

滋献立は符剥の.合

により蜜J!，否燭

舎があります．警察：：＝＝
l…自は「七タメ二 「』です霊…凋に知

川をイメージした.，.ましF十、午後のおやつにも、お盟さまのパジが
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